
理科 NO.１７
〈解答〉
1　⑴　消化管
　　⑵　（例）栄養分を吸収されやすい大きさまで分解すること ｡
　　⑶　①　イ　②　ア（完答）
　　⑷　柔毛
　　⑸　①　脂肪　②　リンパ管（完答）
　　⑹　Ｂ
　　⑺　カ

配点　各 １点　 ７点満点

〈解説〉
1　⑴�　口からとり入れた食物が，排泄物となって肛門から体外に排出されるまでに通っ

ていく １本の長い管を消化管という。ヒトの場合，消化管は，口→食道→胃→十二
指腸→小腸→大腸→肛門の順につながっている。

　　⑵�　食物中に含まれる栄養分の分子は，そのままでは粒が大きいので吸収されにくい。
そのため，消化管を通っていく間に，いろいろな器官から分泌される消化液（消化
酵素）のはたらきによって，しだいに細かい分子へと分解されていく。このはたら
きを消化といい，消化された栄養分は小腸などで吸収される。具体的には， １ 図の
器官Ａはだ液せん，器官Ｂは肝臓，器官Ｃは胃，器官Ｄはすい臓を示していて，こ
れらの器官から分泌される消化液により，脂肪（栄養分Ｘ）は脂肪酸とモノグリセ
リド（一方が物質Ｐでもう一方が物質Ｑ）に，タンパク質（栄養分Ｙ）はアミノ酸
（物質Ｒ）に，デンプン（栄養分Ｚ）はブドウ糖（物質Ｓ）に分解されている。

　　⑶�　肝臓では，胆汁という消化液がつくられている。胆汁は，肝臓でつくられた後，
胆のうという袋状の器官にたくわえられ，胃と小腸をつなぐ十二指腸に分泌される。
なお，胆汁には消化酵素が含まれていないので，脂肪を化学的に分解するはたらき
はない。胆汁の役割は，脂肪の粒を細かくし，すい液に含まれている消化酵素（リ
パーゼ）のはたらきを助けることである。

　　⑷�　ヒトの小腸の内壁のひだには，柔毛という １㎜�ほどの大きさの突起が無数にある。
小腸の内壁がこのようなつくりをしていることにより，小腸の内壁の表面積を広く
することができる。そのため，栄養分が分解された物質を効率的に吸収できる。

　　⑸�　アミノ酸とブドウ糖は，柔毛から吸収された後，直接毛細血管に入るが，脂肪酸
とモノグリセリドは柔毛から吸収された後，再び結合して脂肪になる。脂肪は粒が
大きいので，細い毛細血管の方に入るとつまってしまう。そのため，太いリンパ管
の方に入る。脂肪はリンパ管を通った後，首のあたりで太い静脈に入る。

　　⑹�　肝臓は，小腸で吸収されたブドウ糖を，グリコーゲンという物質につくり変えて
一時的に蓄えている。

　　⑺�　⑵の解説で述べたように，栄養分Ｘは脂肪で物質ＰとＱは脂肪酸とモノグリセリ



ドのいずれか，栄養分Ｙはタンパク質で物質Ｒはアミノ酸，栄養分Ｚはデンプンで
物質Ｓはブドウ糖である。


